
令和７年度生涯学習関連施策の成果と課題  

（北海道生成 AIサービス利用規程に基づき、成果と課題をリスト化） 

 

■ 主な成果 

① 多様な学習機会の提供 

環境、文化、スポーツ、福祉、国際交流、人権など、幅広い分野で学習機会が提供され

ているほか、オンラインや地域開催など、多様な学習形態による取組が実施された。 

② 地域を支える人材の育成 

青年団体の指導者や地域活動の担い手、家庭教育支援者、福祉・介護人材など、多様な

人材の育成や資質向上が図られた。 

③ 多様な主体との連携・協働による事業の実施 

市町村、NPO、企業、大学、文化団体、スポーツ団体などとの連携による取組が実施され、

多様な主体の強みを生かした事業が各分野で進められた。 

④ 地域資源を生かした学習活動の推進 

地域の歴史・文化・自然資源を活用した普及啓発や教育普及活動、学習機会の提供が進

められた。 

 

■ 主な課題 

① 事業の周知・普及 

多様な学習機会をより多くの道民に提供できるよう、事業内容や学習機会に関する効果

的な情報発信・普及啓発を一層進める必要がある。 

② 地域を支える人材の確保・発掘 

 地域活動を支える指導者や担い手を継続的に確保・発掘するとともに、多様な人材の資

質向上に向けた取組を継続する必要がある。 

③ 参加者の確保 

多様な主体との連携・協働による事業の効果を一層高めるため、幅広い世代や地域住民

の参加を促進し、継続的な参加につながる取組を進める必要がある。 

④ 事業の継続・充実 

地域資源を活用した学習活動を含め、各事業の成果や課題を踏まえ、事業内容の充実や

継続的な実施を図る必要がある。 

 

 

 

 



■ まとめ 

令和７年度の北海道生涯学習関連施策では、環境、文化、スポーツ、福祉など幅広い分

野において、多様な学習機会の提供や地域を支える人材の育成、多様な主体との連携・協

働による取組、地域資源を活用した学習活動が推進された。 

一方で、事業の周知・普及や参加者の確保、人材の確保・発掘、事業内容の継続・充実な

ど、多くの事業に共通する課題も見られたことから、これらの課題を踏まえ、より効果的

で持続可能な生涯学習施策の推進を図ることが求められる。 

 

 

 
 

1 事業の周知や取組の普及・啓発 

2 事業の参加者の確保 

3 事業の拡充 

4 成果の数値化 

5 成果目標の設定 

6 関係団体や民間との連携・協働の推進 

7 先駆的な取組事例の把握 

8 指導者の養成や発掘 

9 参加者・利用者満足度の向上 

10 関係団体の組織体制の強化や活性化への支援 

11 事業の継続性 

12 事業や取組の波及性 

13 住民の活動機会の確保に向けた環境・条件の整備 

14 住民ニーズの把握 

15 その他 
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令和７年度における課題


